
　
十
月
十
五
日

　
今
日
は
目
白
の
自
由
学
園
に
行
く
用
事
が
あ
る
。
十
二
時
前
、
自
由
学
園
、

研
究
室
卒
業
生
の
結
婚
式
。
こ
う
い
う
会
は
で
き
る
だ
け
避
け
て
い
る
の
だ

が
、
新
郎
新
婦
二
人
共
、
研
究
室
出
身
と
い
う
の
だ
か
ら
、
仲
々
逃
げ
ら
れ

ぬ
。
私
の
気
の
弱
い
と
こ
ろ
だ
。
し
か
も
、
良
い
会
で
あ
っ
た
。
典
型
的
に

俗
な
風
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
そ
れ
で
本
人
達
の
品
格
な
ん
だ
か
ら
、

仕
方
な
い
。
関
岡
英
之
に
会
え
た
の
は
収
穫
で
あ
っ
た
。
関
岡
は
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｏ

大
学
卒
後
、
東
京
銀
行
。
北
京
支
店
勤
務
、
そ
の
後
、
何
故
か
知
ら
ぬ
が
、

早
大
夜
間
の
専
門
学
校
に
来
て
、
私
の
昼
の
学
部
授
業
を
聴
講
、
提
出
さ
せ

た
レ
ポ
ー
ト
が
飛
び
抜
け
て
素
晴
ら
し
く
て
、
私
が
独
断
で
、
大
学
院
に
ス

カ
ウ
ト
。
こ
れ
は
、
彼
の
人
生
に
と
っ
て
は
ど
う
だ
っ
た
か
知
る
由
も
無
い

が
、
私
の
先
生
稼
業
で
は
数
少
な
い
ヒ
ッ
ト
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
実

ワ
自
負
し
て
い
る
。
関
岡
君
は
そ
の
後
、
い
き
な
り
書
き
手
と
し
て
蓮
如
賞

受
賞
。
も
の
書
き
の
径
に
入
っ
た
。
研
究
室
Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
森
川
Ｋ
と
双
璧

の
書
き
手
で
、
む
し
ろ
森
川
Ｋ
よ
り
も
視
野
は
ズ
ッ
ー
と
広
い
。
し
か
し
、

銀
行
員
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
か
、
少
々
、
守
り
の
姿
勢
が
強
過
ぎ
て
、
一
歩

踏
み
出
さ
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
他
の
通
常
の
学
生
と
は
全
く
異

な
る
水
準
な
の
だ
が
、
言
っ
て
み
れ
ば
気
の
弱
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
今
は
、
「
拒
否
で
き
な
い
日
本
」
と
い
う
本
ま
で
書
き
、
本
格
的
な

書
き
手
と
し
て
成
長
し
て
い
る
。
夏
の
選
挙
で
は
、
あ
の
大
失
敗
し
て
し
ま

っ
た
、
小
林
興
起
を
応
援
し
て
、
何
か
文
章
に
書
い
て
し
ま
う
様
な
愚
も
犯

し
、
そ
の
辺
り
の
中
期
戦
略
的
勘
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は

他
人
の
事
は
言
え
ぬ
。
私
だ
っ
て
失
敗
だ
ら
け
だ
。
関
岡
君
は
世
界
を
視
よ

う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
自
分
の
実
人
生
と
そ
れ
が
結
び
つ
い
て
い
な
い
だ

け
だ
。
馬
鹿
だ
ら
け
の
若
い
奴
ら
は
視
よ
う
と
も
し
な
い
。
何
も
視
な
い
、

考
え
な
い
、
馬
鹿
が
と
り
敢
え
ず
は
今
の
経
済
社
会
で
は
便
利
な
部
品
だ
か

ら
だ
。
マ
、
そ
ん
な
事
は
と
も
か
く
、
長
い
長
い
結
婚
式
を
終
え
て
、
関
岡

君
と
少
し
話
し
た
く
て
。
二
店
ハ
シ
ゴ
し
た
。
十
七
時
過
目
白
駅
で
別
れ
る
。

彼
は
上
野
で
オ
ペ
ラ
鑑
賞
と
の
事
。
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
人
生
楽
し

ん
で
下
さ
い
。
十
八
時
頃
世
田
谷
村
に
辿
り
着
く
。

　
十
月
十
六
日
　
日
曜
日

　
二
〇
時
、
宗
柳
で
山
田
脩
二
と
会
食
。
考
え
る
事
多
々
あ
り
、
カ
バ
ー
コ

ラ
ム
「
山
田
脩
二
展
」
書
く
。
山
田
脩
二
の
尻
を
た
た
く
の
は
、
実
は
自
分

で
自
分
の
尻
を
た
た
く
の
に
等
し
い
の
だ
。

　
十
月
十
七
日

　
今
日
は
昼
か
ら
軽
井
沢
の
現
場
へ
。
朝
、
思
い
立
っ
て
、
昨
夜
書
い
た

「
山
田
脩
二
展
」
大
巾
に
書
き
直
し
、
手
を
入
れ
る
。
題
目
も
変
え
た
。
酒

仙
山
田
脩
二
。

　
十
二
時
過
氷
川
台
Ｓ
氏
宅
。
車
で
軽
井
沢
へ
。
石
井
同
行
。
竣
工
検
査
。

十
七
時
過
迄
。
十
八
時
四
〇
分
の
高
速
バ
ス
で
東
京
へ
戻
る
。
バ
ス
の
中
で

石
井
と
少
し
ば
か
り
話
す
。
二
〇
時
三
〇
分
池
袋
着
。
二
十
二
時
前
世
田
谷

村
に
戻
る
。
写
真
は
真
冬
に
な
ら
ぬ
と
撮
れ
ぬ
な
。
樹
で
何
も
見
え
な
い
。
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石
山
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武


